
平成29年度

宮田村水道事業水質検査計画
宮田村
目　　　　次

１　はじめに　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　1

２　水質検査計画に関する宮田村の基本方針　・・・・・・・・・・・・・・・・・・　2

　(1) 水質管理の基本方針　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　 2

　(2) 水質検査の基本方針　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　 2

３　水道事業の概要　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　3
　(1) 給水区域　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　 3　

　(2) 水源の名称及び種別　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　 3　

　(3) 浄水場の名称及び配水能力　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　 3

４　水質検査を行う項目、検査地点、検査頻度及びその理由　・・・・・・・・・・・　4
　(1) 給水栓水（水道水）の水質検査　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　 4
　(2) 原水の水質検査　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　 4
５　臨時の水質検査　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　4

６　水質検査の方法　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　5
７　水質検査計画及び検査結果の公表の方法　・・・・・・・・・・・・・・・・・・　5
　(1) 水質検査計画　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　 5
　(2) 水質検査結果　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　 5
８　その他　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　5
　(1) 水質検査結果の評価　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　 5

　(2) 水質検査計画の見直し　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　 5

　(3) 水質検査の精度と信頼性保証　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    6　 

　(4) 関係者との連携　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    6
＜別表－1＞　　給水栓水の水質検査（水質基準項目）

＜別表－2＞　　給水栓水の水質検査（管理目標設定項目）

＜別表－3＞　　原水の水質検査（水質基準項目、その他の項目）

1　はじめに

　我が国において水道の全国平均普及率が約97％に達した今、水道水は国民の健康や暮らしを支える重要な役割を担っています。このことから将来にわたって安全で快適な水道水が供給できるように水道水の水質基準（以下「水質基準」という。）が定められています。

　現在、日常的に生産されている化学物質は数万種と推定されており、内分泌かく乱化学物質やダイオキシン類など新しい化学物質の問題、消毒副生成物の問題、クリプトスポリジウムをはじめとする病原性微生物の問題などが提起されていることから、さらに水道水質管理の充実・強化が求められています。

　現行の水質基準は平成15年5月に改正されたものであり、平成16年4月からこの水質基準により水道水質の管理が行われ、それまで一律的に適用されていた水質基準について、各水道事業者は水源の状況、原水の質、浄水処理方法などの状況に応じ、一定の条件のもとで検査項目や検査頻度を自ら定めることができることとなりました。

　当村は、上伊那郡の中央部に位置し、東西11キロメートル、南北3.8キロメートル、面積は54.52平方キロメートルで、太田切川左岸の扇状地である平野部と、中央アルプス駒ヶ岳に至るまでの深い山地からなっています。平野部は、北東に向かって緩やかに傾斜しており、天竜川及び太田切川を境に駒ヶ根市、北は伊那市と接してＪＲ飯田線、国道153号線を中心に市街を形成し、西部山麓域および東部天竜川に沿った地域は豊かな田園風景の中に集落をつくっています。

　当村の上水道は、昭和35年度に創設認可を受け事業経営を開始以来、給水量の増加や未給水地区解消を図るため拡張事業を重ね、防火対策、清潔で快適な生活環境の整った村づくりのため積極的に寄与してきました。

　現在の計画給水区域は山地地域を除いた9.23km2が給水区域となっています。村内9箇所の水源より取水するとともに上伊那広域水道用水企業団から受水し、3箇所の配水池より村内に配水をしています。この3配水系統から配水された水道水は、それぞれの系統で端末給水栓において毎日検査、定期検査等により、常に安全でおいしい水が住民に届くように水質管理をおこなっています。

　村内の水源種別は深井戸6箇所、浅井戸1箇所、伏流水1箇所、表流水1箇所があり、特に取水量が多い表流水（第4水源）は水質変化が著しい水源であります。中央アルプスを源とする黒川から取水していますが、急峻な山脈を流れ下る黒川は、天候に大きく左右されやすく、また山地地域を流れているため山岳地域に住む動物の排泄物などによる菌等の流入も考えられることから、浄水はもちろんのこと浄水される前の原水についても水質チェックが重要となっています。

　こうしたことから、宮田村水道事業（以下「宮田村」という。）では検査項目や検査頻度などについて、安全性・安定性及び効率性・合理性の両面から検討を行い、本水質検査計画を作成しました。

　この水質検査計画は、これから年度毎に水質の状況や村民の要望を受けて見直すとともに公表し、今後とも信頼される水道水を供給していくこととします。

2　水質検査計画に関する宮田村の基本方針

(1) 水質管理の基本方針

　宮田村では、原水の水質が比較的良好なことから、現在のところ水道水の水質としては特に問題は生じておりません。

　しかしながら、第1・2・4水源は、クリプトスポリジウムなどの病原性微生物による汚染の危険性を考慮し、特に監視を強化していく必要があります。よって、水道水の水質基準適合判定や原水の水質把握のために行う定期検査に加え、病原性微生物の指標菌となる項目の検査等を実施し、徹底した管理を図るものとします。より一層安全で安定した水道水が供給できるように万全を期することを基本方針とします。

(2) 水質検査の基本方針

　宮田村では水道水の安定性・安全性を確保することを第一に考え、以下の方針で水質検査を実施します。

ア　検査地点

　平成２５年度まで継続して同一地点で採水を行っていることから、今後も同一点での採水を継続するものとし、水質の変動を把握できるよう長期的に検査を実施します。

イ　検査項目

　給水栓水（水道水）についてはすべての配水系統で水質基準項目の検査を実施し、また、水質管理目標設定項目についても検査を実施します。

原水については水質基準項目に加え、病原性微生物の指標菌となる項目の検査等を実施します。

ウ　検査頻度

　給水栓水（水道水）については毎日の検査（色、濁り及び消毒の残留効果）をはじめ、所定の項目の検査を毎月、監視が必要な項目の検査を年3回、全項目の検査を年1回実施します。

　原水については全項目の検査を年1回、病原性微生物の指標菌となる項目の検査を第4水源については紫外線処理を行っているため年１回実施し、その他の水源については年４回実施します。

　なお、各水質検査結果が大きく変動したときや水質汚染・水質異常の恐れがあると思われるときは、必要な地点で臨時の検査を実施します。

3　水道事業の概要

(1) 給水区域

　宮田村の山地地域及び南平地域を除く9.23ｋｍ2を給水区域とします。人口は9,092人であり、水道の普及率99.8％、給水人口9,072人、1日最大配水量は3,363ｍ3/日です。（平成28年度資料）

(2)水源の名称及び種別

	配水系統
	名　称
	種　　別
	住　　所

	第1配水系
	第2水源
	地下水（浅井戸）
	宮田村峠田2092-1

	
	第3水源
	地下水（深井戸）
	宮田村丸山2033-2

	
	第4水源
	表流水（上の井川）
	宮田村峠田2092

	
	第10水源
	上伊那広域水道用水企業団
	宮田村南原2460-6

	第2配水系
	第5水源
	地下水（深井戸）
	駒ヶ根市大田切川北1716ホ-1

	
	第6水源
	地下水（深井戸）
	駒ヶ根市大田切川北1716-314

	
	第7水源
	地下水（深井戸）
	宮田村井端4859

	
	第8水源
	地下水（深井戸）
	宮田村正五田1586-1

	
	第9水源
	地下水（深井戸）
	宮田村中川端1671

	上の宮配水系
	第1水源
	伏流水（寺沢川）
	宮田村高川原2339-3


(3) 浄水場の名称及び配水能力

	名　　称
	浄水方法
	施設能力(㎥/日)
	1日最大配水量(㎥/日)

	上の宮・第1浄水場
	急速ろ過・紫外線処理・塩素滅菌
	2,000(広域2,500)
	4,500

	第2浄水場
	塩素滅菌
	1,100
	1,100


※平成24年3月23日認可　水道事業経営(変更)認可申請資料

4　水質検査を行う項目、検査地点、検査頻度及びその理由

(1) 給水栓水（水道水）の水質検査

　すべての配水系統において毎日の検査（色、濁り及び消毒の残留効果）をはじめ、水質基準項目51項目のうち9項目（一般細菌・大腸菌・塩化物イオン・有機物・PH値・味・臭気・色度・濁度）の検査を毎月実施し、消毒副生成物関連の11項目（塩素酸・クロロ酢酸・クロロホルム・ジクロロ酢酸・ジブロモクロロメタン・臭素酸・総トリハロメタン・トリクロロ酢酸・ブロモジクロロメタン・ブロモホルム・ホルムアルデヒド）の検査を年3回実施し、水質基準項目全51項目の検査を年1回実施します。加えて第2配水系統においては農薬類の検査を年1回実施します。＜別表－1＞

　管理目標設定項目については、27年度は全26項目中監視が必要であると思われる15項目の検査を実施します。＜別表－2＞

 (2) 原水の水質検査

　第10水源を除くすべての水源（表流水1・伏流水1・浅井戸1・深井戸6）において水質基準項目51項目のうち消毒副生成物11項目を除く38項目とアンモニア性窒素、トリハロメタン生成能の2項目を含む検査を年1回実施します。また、第10水源を除くすべての水源においては、クリプトスポリジウムなどの病原性微生物による汚染の危険性を考慮する観点から指標菌となる2項目（大腸菌・嫌気性芽胞菌）の指標菌検査をし、第4水源以外の水源については年4回、第4水源については毎月1回実施します。また、第4水源についてはクリプトスポリジウム・ジアルジア検査（クリプトスポリジウム・ジアルジア・嫌気性芽胞菌・大腸菌・一般細菌・色度・濁度・ｐＨ値）の8項目を年1回実施します。＜別表－3＞

5　臨時の水質検査

　臨時の水質検査については、供給する水が以下の理由により水質基準に適合しない恐れがあるときに実施します。

　1 各水質検査結果が大きく変動したとき

　2 水源の水質が著しく悪化したとき

　3 水源に異常があったとき

　4 水源付近、給水区域及びその周辺で感染症等が流行しているとき

　5 浄水過程に異常があったとき

　6 送・配水管工事その他で水道施設が著しく影響を受けたとき又はその恐れがあるとき

　7 大規模地震発生により水道施設が著しく影響を受けたとき又はその恐れがあるとき

　8 その他特に必要があると認められるとき

6　水質検査の方法

　宮田村では自ら検査を行う施設を有しておりませんので、水質検査は長野県上伊那広域水道用水企業団と上伊那圏域8市町村の共同検査機関である上伊那圏域水道水質管理協議会で検査します。

　水質基準項目については「水質基準に関する省令の規定に基づき厚生労働大臣が定める方法」により検査し、水質管理目標設定項目及びその他については厚生労働省水道課長通知、上水試験方法等により行います。

　上伊那圏域水道水質管理協議会は水質検査のみならずデータ分析を含めた形で行います。

7　水質検査計画及び検査結果の公表の方法

(1) 水質検査計画

　水質検査計画の策定及びその見直しにあたっては、ユーザーである村民の意見・要望等を反映する形で行い、計画が策定された段階で宮田村役場の建設課で閲覧できるようにします。

(2) 水質検査結果

　給水栓水（水道水）及び原水の水質検査結果は、村民に公表するために検査結果を宮田村役場の建設課で閲覧できるようにします。　

8　その他

(1) 水質検査結果の評価

　水質検査結果の評価については、水質基準適合判定はもちろんのこと、長期的には、より質の高い水道水の供給を目指していきます。

ア　水質基準適合判定

　水質基準は、水道により供給される水が満たすべき水質上の要件であり、いかなる項目についても、その結果が水質基準を超えないよう水質管理に万全を期しますが、水質基準を超える恐れがある場合には直ちに原因究明を行い、水質基準を満たす水質を確保するために必要な対策を講じていきます。

　また、検査結果が水質基準を超える恐れはないものの、通常よりも明らかに高い値を示す場合にも直ちに原因究明を行い、必要に応じて対策を講じることとします。

　なお、水質検査の結果に異常があると認められる場合には、直ちに再検査を実施するものとします。

イ　長期的評価

　管理目標としていくつかの指標項目及び評価基準を重要な項目とし、検査結果及び評価結果に基づきより質の高い水道水の供給を目指して必要な対策を講じていきます。

(2) 水質検査計画の見直し

　水質検査計画の見直しについては、検査結果や水源状況等多くの要因を分析したうえで行うものとし、上伊那広域水道用水企業団や上伊那圏域水道水質管理協議会をはじめとする各種関係機関との協議事項についても反映させるものとします。さらに、ユーザーである村民の意見・要望等を考慮する形で最適な検査計画が策定できるよう努めていきます。

(3) 水質検査の精度と信頼性保証

　水道水の安全性・安定性を確保し、村民に信頼される水道水を供給するためには、水質検査において精度と信頼性の保証は極めて重要です。よって、宮田村では上伊那圏域水道水質管理協議会の検査の精度管理体制を確認し、より良い形で水質管理ができるよう努めていきます。なお、上伊那圏域水道水質管理協議会が実施する外部及び内部精度管理等は以下のとおりです。

・外部精度管理（外部の団体が分析機関に対して行う検査精度のチェック）

　厚生労働省が実施するもの

・内部精度管理（分析機関が内部で自主的に行う検査精度のチェック）

・標準作業手引書による作業のマニュアル化を行い、水質検査の信頼性を確保する。

(4) 関係者との連携

　宮田村は浄水の4割を上伊那広域水道用水企業団に依存していること、地下水脈が近隣市町に広がっていること等に加えて、上伊那圏域水道水質管理協議会での検査、データを集積していること、また、水質関係の有事即応体制の確立からも関係機関との連携は極めて重要です。

ア　長野県との連携

　本村水道事業を所管する長野県上伊那地方事務所　環境課、伊那保健所とはより一層関係を密にしていきます。また、長野県水道協議会や上伊那圏域水道水質管理協議会の水質関係研修などに参加し、水質検査や管理について担当職員の知識の向上に努めます。

　とりわけ上伊那広域水道用水企業団が供給する広域用水が本村に及ぼす影響は大きいため、上伊那広域水道用水企業団の水質検査計画などの策定にも関与し、より良い形で本村の水質管理ができるよう努めていきます。

イ　近隣市町村との連携

　本村と同様に水源及び浄水施設を保有していること、水質検査計画を策定していること、さらには地下水脈が広がっていること。非常時に給水支援できるように近隣市町村との連携を密にしていく必要があります。よって、情報のさらなる共有化・即時化を図り、非常時の相互協力体制等についてもより一層充実させていきます。

ウ　水質検査の委託先である分析機関との連携

　水質に関する高度な専門知識とノウハウを有する上伊那広域水道用水企業団や上伊那圏域水道水質管理協議会から得るものは非常に大きく、また非常時に即時対応できるような体制を確立するためにも関係機関との連携は最重要であるとも言えます。今後とも水質検査内容や精度管理を十分に精査するとともに、連絡体制を密にしてより良い形で水質管理ができるよう努めていきます。

